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 イエス様の物語に触れるということは、
触れることで、また、触れればこそ、そこ
で私たちの記憶の何かが呼び覚まされると
いうことです。悪名高きヘロデもそんな一
人でありました。「あれは洗礼者ヨハネ
だ。死者の中から生き返ったのだ。だか
ら、奇跡を行う力が彼に働いている」と御
言葉にあるように、イエス様に触れ、そこ
で思い出したことが洗礼者ヨハネについて
であるからです。ただし、「奇跡を行う力
が彼に働いている」と言ったヘロデの心に
は、私たちが感じる安らぎはまったくあり
ません。それは、宴会の座興に洗礼者ヨハ
ネの首をはねたからです。そして、それ
が、世にいうところのサロメの物語でもあ
りますが、ちなみに、サロメの名は聖書の
どこを探しても見つけることは出来ませ
ん。サロメの名が記されているのはヨセフ
スの「古代ユダヤ誌」であり、それが聖書
の中のこの猟奇的出来事と相まって、サロ
メの名は世に広まることになったからで
す。 
 そこで世に広まったこの大事件の顛末を
御言葉から追ってみますと、この大事件の
発端はまったくの偶然でありました。それ
は、ガリラヤの領主ヘロデが自分の誕生日
に大勢の客を招き、宴会を開いた時のこと
です。酒も入り、興に乗ったからなのでし
ょう。ヘロデは、座興に踊りを踊ったへロ
ディアの娘に「褒美を取らす、何でも言
え」と言ったのです。すると、あろうこと
か、その母ヘロディアがここぞとばかりに
娘を唆し、「ヨハネの首を」と言わせたの
です。そして、そのわけは、3 節,4 節に
「実はヘロデは、自分の兄弟フィリポの妻
ヘロディアのことでヨハネを捕らえて縛
り、牢に入れていた。ヨハネが、『あの女
と結婚することは律法で許されていない』
とヘロデに言ったからである」とあるよう
に、つまりは、ヘロデとヘロディアは律法
に反する姦淫の罪を犯していたということ
です。 
 従って、ヘロデがヨハネを牢に閉じ込め
たのは、その口封じのためでもあります
が、しかし、その殺害までは思い至りませ
んでした。それは、ヘロデの良心がヘロデ
をしてそうさせたわけではありません。5
節に「ヘロデはヨハネを殺そうと思ってい

たが、民衆を恐れた。人々がヨハネを預言
者と思っていたからである」とあるよう
に、洗礼者ヨハネの首をはねることは自ら
の立場を危うくすることでもあったからで
す。ただ、そうした煮え切らないヘロデの
態度にヘロディアは常々苦々しく思ってい
たに違いありません。ところが、そこに思
わぬ好機が訪れたのです。それが、「褒美
を何でも取らせよう」とのこのヘロデの一
言です。こうしてヘロデは悩みつつも自ら
の体面を保つために、意図しない形で洗礼
者ヨハネの首をはねることになったので
す。 
 このように、ヘロデの心が穏やかでなか
ったのは、イエス様に触れることで自らの
犯した罪に恐れおののいたからです。た
だ、このヨハネ殺害にまつわる一連の出来
事は、ヘロデ個人の問題に止まらず、現代
にも通じる様々な問題をいくつも見出すこ
とができるように思います。先ず一つは、
叔父と姪が通じたという姦淫の問題であり
ますが、ヘロデとヘロディアの問題は律法
云々以前に、当時にあっても、今日にあっ
ても、犯すべからずものでもありました。
ですから、それによって民衆の支持を失う
のは当然のことでもありますが、ただ、気
になるところはそれだけではありません。
ヘロデとヘロディアの関係が叔父と姪とい
う関係を超えたものであったことは、御言
葉が記すとおりでありますが、権力を欲し
いままにした人物の中で、ヘロデと同じよ
うな関係性に陥った者がおりました。それ
はアドルフ･ヒットラーです。ヒットラー
は姪であるゲリと特別な関係にあったと言
われているのですが、ただ、それが具体的
にどのようなものであったのかははっきり
と分かってはおりません。そのため、様々
なことが憶測をもって語られているのです
が、ただ、ゲリが自ら命を絶ってまでヒッ
トラーとの関係性を終わらせようとしたの
は事実であり、多くの人はそこにただなら
ぬものを見るのです。そして、状況は異な
りますが、そうした関係性を小説という形
で詳らかに語ったのが島崎藤村でもありま
した。 
 そして、二つ目がヘロディアとその娘の
関係です。二人が親子であることを思え
ば、それがいかに歪んだものであるかは誰
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の目にも明らかです。特に、「褒美を取ら
す」と権力者に言われ、「ある者の首を」
と自分の娘に言わせる親はなかなかいない
ように思います。また、母親に言われたか
らといって、躊躇せずに「首を」と言える
娘もいないようにも思うのです。ですか
ら、異常とも言えるこの親子のやり取りを
見て、身のすくむ思いがするのですが、た
だ、ここまで極端な例はそうそうないとし
ても、親子関係におけるこうした思考停止
の状況は、つまりは、ある人のコントロー
ル下に置かれ、異常なことすら異常だとは
思えずにいる状況、それがいわゆる共依存
と呼ばれている問題でもありますが、そし
て、そこに宗教という仮面が被されること
によって起こることがいわゆるカルト問題
と言われていることです。このように、こ
の子のため、この人のため、というこの思
考停止がいかに危険なものであるかは、私
たちもよくよく心に留める必要があるので
すが、けれども、ヘロディア親子のしたこ
とについて、また別の見方をするならば、
それはどういうことになるのでしょうか。
それは、自分たちの暮らしを守るためであ
ったということです。それゆえ、そこには
生活防衛上仕方なかったとの理屈が成り立
つわけですが、しかし、娘を利用してまで
その思いを遂げようとするヘロディアの姿
から見えてくるものは、世界は自分のため
にあり、自分が世界の中心であるという、
その独特の価値観です。そして、その理屈
の中心にあるのが「この子のため」という
ことでもありますが、それがヘロデの王宮
で繰り広げられた出来事でありました。た
だし、それは、当時を振り返るなら、決し
て珍しいことではありません。似たような
凄惨な出来事はローマの王宮でもしばしば
見られたことであり、ですから、当時のロ
ーマ世界に生きた人々は、ここに記されて
いることがどれほど好奇の目で見られたと
しても、もしかしたら、私たちほどには驚
くことはなかったのかもしれません。 
 そして、この中で最も多くの人々の関心
を引くのは、洗礼者ヨハネとサロメの関係
性です。聖書では、この二人の関係性につ
いてはまったく語られてはいないのです
が、そこを文学的手法を駆使して見事に描
き出したのが「幸福な王子」「ドリアン･
グレイの肖像」などを記したオスカー･ワ
イルドでありました。そして、その彼が記
した戯曲がこの聖書箇所を題材とした「サ
ロメ」でもありますが、その中で彼は洗礼
者ヨハネに向けられたサロメの歪んだ情愛

を描くのです。けれども、その愛がヨハネ
に届くことはなく、そこで彼女がしたこと
は、ヨハネを我がものにすることです。そ
の首をはねさせたのはそのためでもありま
すが、そのクライマックスとして描かれて
いるのがヨハネの首にサロメが口づけをす
る場面なです。多くの人々はこの場面に強
く引きつけられるのですが、それは、指を
広げた手で顔を覆い、キャーと言ってのぞ
きこむような、そんなかわいらしい理由か
らではありません。見たい、見たくないと
いうよりも、この凄惨な光景に心がどうし
ても向かってしまう、ここに人間の心の澱
んだものを見る思いがするのです。 
 そして、最後が洗礼者ヨハネについてで
す。悪いものは悪いと、死を恐れずにヘロ
デを告発するヨハネの姿は、私たち信仰者
に一つの範を示すものです。そして、それ
が神の義に生きるということでもあるので
しょう。そこで、ある年代以上の方たちが
思い浮かべるのはデートリヒ･ボンヘッフ
ァーの名前です。それは、ヨハネと同じよ
うに、牧師としてナチスドイツに抗い、立
場が揺らぐことをも恐れずに悪を告発し、
結果、ナチスドイツ敗北の三週間前に処刑
されることになったからです。ただ、かつ
てあれだけ取り上げれたボンヘッファーの
名は、最近耳にすることが本当に少なくな
ってきたように思います。ここに時代の移
り変わりを思うのですが、ただ、人の名が
忘れられることはあっても、その背後にあ
る、より恐ろしい出来事の記憶が失われる
ことには深い憂慮を覚えます。それは、か
つて世代を超えてあらゆる共同体で共有さ
れていたものが戦争の記憶であり、ボンヘ
ッファーの名前が歴史の中に埋没すると同
時に、戦争の記憶も失われてしまうとした
ら、後に残るものは何なのか、それは、バ
ラバラにされたむき出しの個人でしかな
く、まさに今私たちの置かれているそのま
まの状況を示しているようにも思うので
す。 
 ですから、最も恐ろしいことは歴史に対
する無関心でありますが、ヨハネ殺害を巡
るこの物語の中で、私たちが今日に通じる
様々な問題をそこかしこに見ることができ
るのは、登場人物の歴史に対する無関心を
見るからです。つまり、ヨハネ以外の全員
が自分のことしか考えていないということ
です。しかし、そこで私たちが忘れてなら
ないことは、そのような中にあって私たち
はイエス様に触れながら、この物語に聞い
ているということです。では、イエス様に
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触れている私たちの、そこから呼び覚まさ
れる記憶とはどんなものなのでしょうか。
それは、眉をひそめ、その登場人物を非難
するだけで終わるものではありません。ま
た、その反対でもありません。洗礼者ヨハ
ネの毅然とした態度は、信仰者である私た
ちにとっては一つの範を示すものでもあり
ますが、イエス様との繋がりが切れたとこ
ろで、いくらヨハネは偉い、偉かったと言
ったところで、そこで感じるものは、甘く
もなければ苦くもない、無味乾燥なもので
しかないからです。それゆえ、そうしたも
のが私たちの記憶に止まることはありませ
ん。私たちがイエス様に触れて、そこで呼
び覚まされる記憶とは、そういう身勝手な
ものではなく、喜ばしいものであり、痛々
しいものであり、深い悲しみを覚えるもの
でもあるからです。そして、そこで大切な
ことは、それが共同体において共有されて
きたということです。それは、イエス様に
係わる私たちの記憶は個人的なものではな
く、イエス様を頭とする教会の記憶でもあ
るからです。従って、それはイエス様に関
してということで限定されるものではあり
ません。このサロメの出来事もそうです
し、十字架と復活の出来事もそうです。聖
書の御言葉に記されていることのすべてが
教会という共同体の記憶なのであり、それ
ゆえ、共同体が共同体であるためにも、私
たちはこれらの記憶を体に刻み込む必要が
あるのです。それは、これらの記憶の共有
こそが共同体としての私たちの証しでもあ
るからです。 
 ですから、イエス様に触れるという体験
は私たちにとっての共通体験であり、それ
ゆえ、個々の受け止め方、ものの見方は違
ったとしても、その見ている景色は同じで
あるということです。従って、私たちがこ
うして手にしている聖書は、そうした私た
ちの記憶を束ね、編集したものでもあり、
そこで、先日の新聞に記されていたある詩
の一節を思い出すのです。それは、「遠く
のできごとに、人はうつくしく怒る」とい
う言葉でありますが、私はこの一節から、
御言葉に記されていることが私たちにとっ
ての遠い日の記憶ではなく、今のことであ
り、それゆえ、私たちの将来に深く関わっ
ていると、こう教えられたように思ったか
らです。つまり、私たちは涼しい顔で御言
葉に聞いているわけではないということで
す。まただから、この聖書の御言葉は私た
ちの今と将来に係わるのであり、私たちが
ここから文学的な関心や政治的な関心を呼

び覚まされるのはそのためです。 
 しかし、私たちがこうして集められてい
る教会という共同体はそのような個々バラ
バラな関心によって築かれてきたものでは
ありません。私たちの共同体に記憶されて
いることは、ヨハネの最期をヨハネらしい
と言えるものでもありますが、凄惨な末路
を辿ることになったこの洗礼者ヨハネの最
期を、私たちがどうしてヨハネらしいと言
えるのか、それは、ヨハネが勇気ある告発
者であったからではありません。私たち
が、ヨハネらしさと呼んでいるものは、ヨ
ハネという個人を見ているからではなく、
このヨハネと深い関わりにあるお方、ヨハ
ネと同じように凄惨な最期を迎えたお方、
このイエス･キリストというお方を通し
て、私たちがヨハネを見ているからです。
まただから、今日の御言葉はその最後で、
十字架を予見させるものとして「ヨハネの
弟子たちが来て、遺体を引き取って葬り、
イエスのところに行って報告した」と語る
のです。 
 このように、ヨハネらしさというもの
は、イエス様に触れてこそのものであり、
それは、ヨハネが間違いなく、その最期に
イエス様を見て、このイエス様に触れてい
たからです。しかし、その一方で、ヘロデ
もヘロディアもその娘もどうであったの
か、ヨハネが最期を迎えた時、もし、その
時、彼らがイエス様に触れていたとした
ら、このような記憶を私たちが記憶に留め
ることはなかったはずです。ですから、彼
らの常軌を逸した行動はそれゆえのことで
もありますが、ところが、そのヘロデが後
日イエス様に触れることでヨハネのことを
思い出すに至ったのです。このことはつま
り、ヨハネ殺害の出来事は、イエス様の御
心の外にある出来事ではなく、その御心に
しっかりと刻まれていたということです。
天の御国について語ったこれまでのことで
いえば、ヨハネ殺害の出来事は、毒麦の譬
えの中にあることであり、同じ一つの網の
中でのことであったということです。です
から、ヘロデの王宮にいる人々は皆、そう
いう意味では不信仰であったとも言えるの
ですが、ところで、不信仰といえば、この
直前で聞いた聖家族もイエス様と同郷の
人々も、同じように不信仰であると言われ
たのです。それゆえ、ここでは信仰者とし
ての範を示すのはヨハネだけということに
もなるのでしょう。なぜなら、信仰とは狭
いものであり、厳しいものでもあるからで
す。自分の気持ちを脇に置き、場合によっ
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ては自分を捨て去ることすら厭わないもの
でもあるからです。世の多くの人たちにと
って見えてくる信仰の世界とは、まさしく
そういうものであり、そして、そう思うの
は私たちも同じだと思うのです。 
 では、こうしてこの日の御言葉を記憶す
る私たちは、このヨハネらしさなるものを
本当に身につけていると言えるのでしょう
か。そこで私たちの思いつく答えは、否、
ということでもありますが、ならば、私た
ちは、ヘロデやへロディア、そして、サロ
メと同じだというのでしょうか。彼らのし
たことは、その罪が行き着く先の悪です。
悪魔の所業と行っても差し支えないもので
す。ですから、そこには私たちとの明らか
な違いがあるのですが、けれども、ヨハネ
とも明らかな違いを感じるのです。そのた
め、私たちはいつもどこか信仰に自信が持
てずにいるのですが、それがまさにその罪
ゆえのことだと思うのです。ですから、私
たちがヨハネらしさなるものを思い込もう
としたり、また、演じたりするのはそのた
めです。時に私たちが原理原則に拘るのは
自信があってのことではなく、自信がない
からです。それがいわゆる原理主義の本質
でもありますが、その反対に世俗にどっぷ
りとつかって、言い訳を繰り返す内に思考
停止の状況に陥り、すべてを絡め取られ、
身動きすらできなくなってしまう、世俗に
流されることの恐ろしさは、気がつかない
うちに信仰という大切なものを見失ってし
まうということでもありますが、ならば私
たちはどうすればいいのか、私たちにとっ
ての一大事はここです。 
 私たちは生まれながらの信仰の達人では
ありません。そして、それは、イエス様も
ヨハネも同じです。人として生まれ、人と
して生きるということは、初めからすべて
が整っているわけではないからです。けれ
ども、長いその歩みの中でその違いが際立
つことになるのです。ですから、私たちが
ヨハネらしさと言っているものも、そうい
うところで現されるものだとも言えるので
しょう。そして、そこで大切なことはイエ
ス様に触れるということです。つまり、私
たちがヨハネらしさと呼んでいるものは、
この繰り返しであり、積み重ねです。立場
や命が脅かされた時、理屈を盾にとって自
らの力で身を立てようとするのではなく、
また、なし崩しに世にあわせ、また流され
るのでもなく、イエス様に触れ、イエス様
の喜ぶその場所に止まり続けること、そし
て、それが許され、約束されているところ

が私たちが今こうして置かれている場所で
もあるのです。まただから、私たちはその
人個人の問題をその人だけに押しつけるこ
とはしません。イエス様に触れているから
です。 
 しかし、そうであるからといって、私た
ちはその人に成り代わってその人の人生を
生きることはできません。私たちがへロデ
ィアにならないためにも、その人に成り代
わろうとしてはならないのはそのためで
す。なぜなら、成り代わることはイエス様
の上に自分自身を置くことでもあるからで
す。ですから、そのためにも、私たちは、
らしさ、ということへの拘りを捨てて、イ
エス様に触れている経験と記憶を日々積み
重ねて行きたいと思うのです。そして、そ
れが、共にイエス様に触れ、共に御国へと
歩み続ける私たちの歩みでもあるからで
す。 
 ただ、この、らしさへの拘りを捨てると
いうことは、時に自分を見失うということ
であり、それゆえ、とても恐ろしいことで
もあるのです。私たちが原理主義に陥り、
世俗主義に流されるのは、この恐怖から逃
れようとするからです。だからこそ、その
時、私たちは、喉から手が出るほど欲しい
と思うものに安直に手を伸ばすのではな
く、分からないなら、そこで何をすればい
いのかを考えたいのです。そして、そこで
私たちのすべきことは、イエス様と神様に
すべてをお任せすることです。この、すべ
てを任せていいと思えるものが私たちには
与えられているのであり、そして、この任
せて安心、委ねて大丈夫なものを私たちは
信仰と呼んでいるのです。ヘロデもへロデ
ィアもサロメも、そして、洗礼者ヨハネ
も、それぞれの姿は私たち人間の一つの可
能性を現すものでもありますが、その中で
私たちはいかなる可能性を信じ歩めばいい
のか、選択肢はいくつもあるように思いま
す。けれども、こうして信仰が与えられて
いる私たちは、いかなる選択肢を選ぼうと
も、この私とイエス様は深く関わり、この
私と人生を共に歩んでくださっているので
す。イエス様に触れる度に私たちが思い起
こすことはこのことです。主は共にいま
す。そのことをもう一度心に深く留め、新
しい歩みをはじめたいと思います。祈りま
しょう。 
  
 


